
大阪府　グループホームみやび(3F しあわせ村)  2016年6月28日

【事業所概要（事業所記入）】 平成 28 年度

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 
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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
社会福祉法人を母体とした３ユニット２７名のグループホームです。田園風景の広がる静かな住宅街の一角にあり
ます。４階建ての建物には、１階に通所・訪問事業所があり、２～４階がグループホームです。リビングや居室は窓
が広くどこからも採光が入り、季節を感じる風景が広がっています。広いテラスでは食事会、コーヒータイム、花を
育て洗濯物を干したりと生活に広がりを持たせています。「安心・安全・安堵をモットーに私たちは常に向上心を
持って心の通う運営を目指します」を法人理念としています。管理者・職員は、その理念の基にホーム理念・フロア
理念を作成し、同じ目標に向かって取り組んでいます。管理者は、目標達成の為には職員の育成が重要として研
修や勉強会を実施しています。家事活動を一般的な家庭のように大切にし、利用者と一緒に家事を行っています。
また利用者一人ひとりの希望を叶えるために、定期的な外出行事だけでなく、その日の天気や利用者の気持ちで
自由に出かけるなどして利用者が生き生きした生活になるような支援をしています。ユニットそれぞれの個性を大
切にしながらもリーダーを中心に切磋琢磨し、更に質の高いケアを目指しているホームです。

基本情報リンク先

羽曳野市西浦２丁目１８４４－１所在地

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kani=true&JigyosyoCd=2773800970-00&PrefCd=27&VersionCd=022

1  自己評価及び外部評価結果

2773800970

法人名 社会福祉法人ふくふく会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 グループホーム理念：生活の中で家事などの活動を重要視しまた、レクリェーションや外出な
ど楽しみを多く持てるように取り組んでいます。
ユニット：グループホームの役割をミーティングや日々の業務で確認し合い一人ひとりの入居
者の思いや関わりを大事にしています。また外出行事や家事・炊事等のできる事の継続も考
えながら日々楽しく過ごしてもらえるように努めています。入浴や季節の行事にも力を入れて
おり、認知症があっても普通の生活が送れるように日々考え努めています。

グループホームみやび　しあわせ村事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成　２８年　５月　１日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４　大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 平成　２８年　６月　１１日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会　
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